実践型人材養成システムの座学（Off-JT）における職業能力の評価方法

四国タオル工業組合

1． 実践型人材養成システムの座学（Off-JT）における職業能力の評価は、公証性を維持するために、四国タオル工業組合、愛媛県立今治高等技術専門校及び愛媛県繊維産業試験場に所属する人員で構成される人材養成評価委員会が実施するタオル製造技術初級評価試験（以下「評価試験」という。）により評価する。

2． 人材養成評価委員会は、評価試験の問題作成、実施、採点・評価などを責務とする。
3． 評価試験は、座学（Off-JT）の教育科目および内容を範囲とする学科及び実技の試験とし、その難易度レベルは織機調整技能照査試験に準ずるものとする。
4． 評価試験における一般的要求水準、試験内容と合否判定基準は以下のとおりとする。
(1) 一般的要求水準

タオル製造における、製織、整経、縫製、染色、デザイン及び安全衛生等に関する基礎知識及び基礎技能を習得する。

(2) 試験内容および合否判定基準

下表のとおり。
	試験科目
	出題範囲
	合格基準

	学科試験
	1． 織物に関する知識

2． 製織、整経に関する知識

3． 染色に関する知識

4． テキスタイルデザインに関する知識

5． 生産工学、情報工学に関する知識

6． 電気、溶接、機械メンテナンスや調整に関する　知識

7． 染色科学実験に関する知識

8． 安全衛生に関する知識
	100問の真偽式において正答が60％以上

	実技試験
	1． 製織に関する基礎技術

2． 整経に関する基礎技術

3． 染色・捺染に関する基礎技術

4． テキスタイルデザインに関する基礎技術

5． 繊維製造(加工機)メンテナンスや調整に関する　基礎技術

6． 安全作業動作・確認
	製品仕上がり、作業速度、作業段取り、態度について配点基準を定め６０％以上の得点を取得








